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世界最高水準の空港を目指して特集

これまでさまざまな増改築や改装を行ってきた第1・第2ターミナル。
しかし、施設全体でのリニューアルは長い間実施されておらず、

施設の一部には陳腐化が目立つ部分も見られるようになってきた。
このため、2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、

これらの施設の機能性と価値向上を図る「ターミナルバリューアップ計画」が始まった。

　ターミナルバリューアップ計画のコンセプトは、アジ
ア主要空港との競争を見据えて、世界トップレベルの
ユニバーサルデザインに対応することである。また、
今後もさらに増加が見込まれる訪日外国人のお客さま
への「ウエルカム感」の演出も加え、建築・設備を一
体的に更新し、更に安全で安定的な運用を目指す。

施設全体を改修し競争力アップ

　第1・第2ターミナルの施設改修は、必要に応じてそ
の都度実施されてきたが、今回のバリューアップ計画
では、これまで大規模リニューアルが実施されていな
かったエリアが中心となる。具体的には、第1ターミナ
ルの北ウイング出発ロビー、および第1・第2サテライ
トの出発・到着コンコースとゲートラウンジである。第
2ターミナルでは、本館とサテライトの出発・到着コン
コースとゲートラウンジが対象。また、それぞれの出入
国審査場や手荷物引渡場といった官庁エリアでも、同
様の工事を実施する。

　いずれも、柱・梁・壁などの建築構造躯体は現状の
まま、内装や設備のリニューアルを行うという計画だ
が、施設を運用しながら、夜間を中心に改修作業を行
うため、工事の難易度は決して低くはない。

分かりやすさと使いやすさを向上

　今回のバリューアップ計画は、空港内の施設のメン
テナンス等を担当する施設保全部を中心に行われてい
る。プロジェクトのきっかけは、同部のスタッフが、ター
ミナル内でお客さまから、これから向かう場所への行
き方などを尋ねられる頻度が多くなった、という経験
が背景のひとつ。さらに、2020年の東京オリンピック・
パラリンピック開催を含め、今後も利用者数の拡大が
見込まれるなか、施設運用等を担う部門として、肌で
感じてきたという現場目線から、機能性と利便性を高
めるためのターミナルのプランづくりが必要だと判断
した。
　バリューアップ計画の企画・立案にあたっては、お

第1・第2ターミナルを大幅リニューアル

2020年に向け内装・施設をバリューアップ

バリューアップ計画のコンセプト

❶ ・アジア主要空港との競争に向けたターミナルリニューアル
 ・手続き自動化等（ファストトラベル）の推進に合わせた施設リニューアル
 ・自動化される旅客手続きに合わせた案内表示のリニューアル

❷ ・世界トップレベルのユニバーサルデザインターミナル
 ・感覚的に進むべき動線が分かる施設
 ・すべてのお客様に分かりやすい案内サイン
 ・ Tokyo2020アクセシビリティ・ガイドラインへの対応
 ・主要動線上のエレベータの能力増強・トイレリニューアルプロジェクトと連携した対応

❸ ・訪日旅客への「ウエルカム感」演出及び建築・設備一体的な更新による安全・安定運用
 ・到着コンコースにおいて訪日旅客への「ウエルカム感」を演出
 ・天井改修と設備配管の一体的施工
 ・視認性の向上を図り、開放的で明るい空間づくり
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客さまがどのような不満を抱いているのかを把握する
ため、航空会社のスタッフなどへのヒアリングに時間
を費やした。その結果、第1ターミナル北ウイングの出
発ロビーでは、「施設が全体的に暗く、これから海外
に出かける高揚感が感じられない」といった声がある
ことを認識。また、空港に早めに到着しても「同行者と
待ち合わせをする十分なスペースがない」という声など
も確認した。
　これらのヒアリングに加え、使いやすさなどで国際
的な評価の高い欧州やアジアの複数の空港の視察も
行った。その結果、空港ごとに特色は異なるものの、
“ターミナル内の明るさ”と“見通しの良さ”などが共通し
て優れている要素だった。さらに、案内表示が必ずし
も多くなくても、利用者が迷うことなく進むべき方向を
感覚的に理解できるように、空間のつながりに配慮さ
れているとことも体感した。
　これらの経験も踏まえてバリューアップ計画では“明
るくて見通しの良い、感覚的に進むべき方向が分かる
方向性のあるターミナル”を目指すことになった。

工夫を凝らした照明や床材等

　工事はすでに始まっているが、第1ターミナル北ウイ
ングの出発ロビーでは、2006年に改修した南ウイング
との格差の解消を図るリニューアル工事も行う。天井
照明のLED化に加え、チェックインカウンターの天蓋と
カウンターを白色の化粧シート張りに変更するホワイト
リニューアルや、館内の床材を張り替えるなど、全体的
に視認性が高く明るい空間にする。また、シーティング
スペースについては、これから始まる旅への高揚感が
感じられ、楽しく待ち合わせができるスペースに改修す
る。ここには大型デジタルサイネージも導入し、明るく
賑わいのある空間にしていく予定だ。
　第1・第2サテライトのゲートラウンジは、ゲート番号
表示などのサインの大型化とともに、コンコースから
連続させるように床と天井の形状と色合いを揃え、利
用者が進むべき方向がはっきりと分かる内装にする。
到着コンコースも、見通しの良い内装とサインが一体
となった、進むべき方向が明確になる空間とする。ま
た、第1・第2ターミナルの到着コンコースに、日本ら
しさを大画面の映像コンテンツで表現するプロジェク
ターや液晶ディスプレイを設置し、訪日外国人のお客
さまが空港に足を踏み入れた瞬間から、日本に来たこ
とを実感できるウエルカム感を演出する。
　第2ターミナルは、出発コンコースの壁・床・柱を
明るい色の素材に変更し、空間の明るさ感を確保。
シーティングスペースとコンコースの床材を張り分け
ることで、移動空間と滞留空間が直感的に分かるよう
にする。到着コンコースの改修も、基本的な考え方は

出発コンコースと同様だが、サテライト2階の到着コ
ンコースは、本館の入国審査へ向かう主要動線と、乗
り継ぎへ向かう動線の違いが分かりにくいという課題
がある。このため、誤った方向に進んだ利用者が引き
返し、流れが錯綜する状況も見られる。床と天井を主
要動線に沿ってカーブさせることで、利用者が入国審
査に進む方向を感覚的に認識できるように改善する。
また、中央通路の柱には遠くからでも視認できる大型
のサインを掲出するほか、乗り継ぎエリアと区別する
ため、一部に壁を新設してゲートのようなしつらえに
する。
　こういった対応を含め、バリューアップ計画は2019
年度末までの完成を目指しており、成田空港は、より
機能的で便利な空港へと、さらにレベルアップする。

第1ターミナル北ウイング出発ロビーではシーティングスペースも整備

第2ターミナルのサテライト、到着コンコース

感覚的に進むべき方向が分かる床の張り分け

第1ターミナルの第1サテライト、ゲートラウンジ

空間全体で明るさ感の確保

遠くから視認できる大型サイン

旅客を誘導する照明計画

空間全体で明るさ感の確保

旅客を誘導する照明計画

遠くから視認できる大型サイン


